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■あしやトライあんぐる放送時間　特集：もう一度見直そう！防災・減災への取り組み　①午前９時②正午③午後３時④午後６時⑤午後10時〈15分〉　　葵広報国際交流課　☎38-2006

い つ 起 こ る か 分 か ら な い 、

        そ の 時 に 日 ご ろ か ら 備 え よ う
災害による被害は、自助・共助 お よび 公助 が うまくかみ合うことで軽減することができます。

「犠牲者を一人も出さないまちづくり」には公助だけではなく、一人ひとりの備えや地域での助け合いが必要です。
阪神・淡路大震災から23年がたった今、私たちは今一度備えなくてはなりません。

共助 災害時に助け合える地域づくり

市内各地で防災訓練
などの地域活動が
実施されています

イザ！カエルキャラバン！
　　　　　　　ｉｎ芦屋学園祭

　今後30年以内に発生する確率が
70 ～ 80％とされている南海トラフ
巨大地震などの災害は、いつ、どこで
起こるかわからないため、日ごろか
ら防災のことやお住まいの地域のこ
とに関心を持ち、備えることが大切
です。

若い力を防災活動に！

 今年10月に芦屋大学の学生の皆さんと防
災イベント「イザ！カエルキャラバン！ｉｎ
芦屋学園祭」を開催しました！
　大学生が家具転倒防止や、自宅で備えてお
くべき防災グッズなどの啓発をゲーム形式で
行い、参加した子供たちは、楽しみながら防
災・減災について学ぶことができました。若い
世代から子どもたちへ防災の輪が広がってい
ます。

近隣住民等
約27,000人
（約77.1％）

消防・警察
自衛隊
約8,000人

（約22.9％）

救助主体の約８割が
近隣住民等の地域の支援

「イザ！カエルキャラバン！」とは
地域の防災体験プログラムと、美術家藤浩志氏が考案したおもちゃ交換会「かえっこバザール」を組み

合わせた防災イベント。子どもたちが遊びの延長で防災の知識を身につけられる活動です。

2005年にスタートし、いまではさまざまな企業や団体と協力し、全国各地で開催しています。 

家具転倒防止ワークショップ

阪神・淡路大震災では、倒壊した建物な

どから消防・警察・自衛隊によって救助

されたのは、約8,000人（約22.9％）。

約27,000人（約77.1%）は家族や友人、

近隣住民など共助の力で救出されたと

報告されています。

阪神・淡路大震災における
　　　救助の主体と救出者数

公助 行政による防災対策
災害時の救助、支援

■市内各所に防災倉庫・
　　　　　　　防災行政無線を整備

かえっこバザール

打出小槌町自主防災・防犯会の防災訓練 若宮町自主防災・防犯会の防災資機材の取り扱い訓練 「イザ！カエルキャラバン！ in潮芦屋」

　現在66団体の自主防災会

が市内各地域で活動してい

ます。

　近隣住民同士の助け合いこ

そ、災害による被害を予防し、

軽減につながっていきます。

問い合わせ　防災安全課　☎38-2093

■震度５弱以上で自動開錠する
　防災ＢＯＸを整備
　津波からの迅速な避難
　や地域での避難所開設
　に備えるため、拠点避難
　所の小学校等に整備

自助 自分・家族のための日ごろからの備え
■家具の転倒・落下防止など、安全対策を！
家具の固定は、今すぐできる地
震対策です。高齢者や障がいの
ある人へ転倒防止器具の取り
付け費用を補助しています。
詳しくは、防災安全課へ。

■飲料水・食料品や生活用品などを備える
最低３日分（できれば７日分）の備蓄を。食料品や生活用品
を少し多めに購入し、消費した分
を補充することで一定量の備蓄
品を確保する「回転備蓄（ローリ
ングストック）」で備えましょう。

■災害時の防災情報を
 入手しよう！

フェイスブック▶ツイッター▶あしや防災ネット▶


